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人
に
や
さ
し
い
庁
舎

　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
税
務
課
な
ど
、

利
用
頻
度
の
高
い
窓
口
部
門
を
１
・
２
階

に
集
約
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
入
口
・

通
路
の
段
差
を
な
く
し
、
分
か
り
や
す
い

案
内
表
示
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
が

利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

　

地
下
に
雨
水
の
貯
水
槽
を
設
け
、
そ
の

水
を
ト
イ
レ
に
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
便

器
・
洗
面
器
な
ど
は
、
愛
知
万
博
の
リ
ユ

ー
ス
品
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
熱
遮
断
ガ
ラ
ス
・
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の

使
用
や
屋
上
緑
化
を
行
う
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
防
災
拠
点

　

６
階
に
「
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
る

な
ど
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
は

防
災
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

▼
財
産
管
理
課
☎
23
局
３
５
９
１　

　

７
月
１
日
付
け
で
市
役
所
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

●
補
佐
・
係
長
級
以
上
の
人
事
異
動　

【
次
長
級
】
▽
田
原
福
祉
専
門
学
校
事
務
長
兼
学
生
課
長
・

太
田
誠
雄

【
課
長
級
】▽
財
政
課
主
幹
・
金
子
芳
久
▽
財
産
管
理
課
長
・

中
神
博
人
▽
健
康
課
長
・
河
合
義
信
▽
福
祉
課
主
幹
兼
健

康
課
主
幹
・
宮
下
孝
司
▽
清
掃
管
理
課
主
幹
・
安
田
修
▽

土
木
課
長
・
渥
美
昌
彦
▽
維
持
管
理
課
長
・
河
合
豊
記
▽

管
理
課
主
幹
・
鈴
木
善
六
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
・
上
村
進

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
・
渡
邉
保

【
補
佐
・
係
長
級
】（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
課
長
補
佐
級
）

文
書
課
▽
文
書
法
規
係
長
・
大
場
直
子
／
人
事
課
▽
課
長

補
佐
・
花
井
岳
晴
／
税
務
課
▽
資
産
税
係
長
・
鈴
木
正
直

／
収
納
課
▽
収
納
係
長
・
中
神
嘉
彦
／
市
民
課
▽
市
民
係

長
・
杉
田
早
苗
▽
専
門
員
・
田
中
広
志
／
保
険
年
金
課
▽

医
療
係
長
・
惣
卜
義
彦
▽
専
門
員
・
渡
邉
美
知
子
▽
専
門

員･

内
藤
喜
久
枝
／
環
境
衛
生
課
▽
環
境
係
長
・
内
藤
栄

次
▽
衛
生
係
長
・
山
内
佳
英
／
清
掃
管
理
課
▽
廃
棄
物
対

策
係
長
・
小
川
満
男
▽
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
係
長
・
畠

政
彦
▽
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
係
長
・
青
木
康
広
▽
清
掃

事
務
所
係
長
・
鈴
木
克
郎
／
田
原
福
祉
専
門
学
校
▽
学
生

係
長
・
彦
坂
英
美
／
農
政
課
▽
農
政
係
長
・
福
井
達
弥
▽

農
業
土
木
係
長
・
山
内
敏
久
／
土
木
課
▽
専
門
員
・
金
子

一
昭
▽
管
理
係
長
・
杉
浦
政
広
／
維
持
管
理
課
▽
維
持
係

長
・
川
口
智
久
／
用
地
課
▽
登
記
係
長
・
鈴
木
淳
一
▽
専

門
員
・
畑
野
昌
子
／
水
道
課
▽
専
門
員
・
河
合
芳
一
／
下

水
道
課
▽
管
理
係
長
・
塩
谷
泰
彦
／
渥
美
支
所
維
持
管
理

課
▽
土
木
係
長
・
鈴
木
巌
／
生
涯
学
習
課
▽
ス
ポ
ー
ツ
係

長
・
渡
會
照
一
▽
専
門
員
・
杉
浦
正
和
／
消
防
課
▽
予
防

危
険
物
係
長
・
菰
田
浩
史
／
消
防
署
▽
警
防
第
２
係
主
査
・

牧
野
重
治
▽
警
防
第
３
係
長
・
宮
地
制
一
▽
警
防
第
３
係

主
査
・
岡
本
長
佳
▽
通
信
第
１
係
長
・
鈴
木
政
幸
／
赤
羽

根
分
署
▽
警
防
第
２
係
長
・
鈴
木
心
二
／
渥
美
分
署
▽
警

防
第
１
係
長
・
岡
本
辰
彦
／
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
・

河
合
敏
行

●
退
職
者

市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
・
高
瀬
晴
美

市
職
員
の
人
事
異
動

▼
人
事
課
☎
23
局
７
４
０
４

7月2日月から業務開始

田原市役所
新庁舎完成！！

【階　　数】　地上6階、地下1階
【高　　さ】　30.2ｍ
【延床面積】　8,043.79㎡
【構　　造】　鉄骨造

※
引
き
続
い
て
、北
庁
舎（
既
存
庁
舎
）の
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。正
面
玄
関
は
車

両
通
行
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、来
庁
の

際
は
北
側
へ
お
回
り
く
だ
さ
い
。
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■
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
入
場
券
は
、選
挙
権
の
確
認
と

投
票
事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
で

す
。忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、入
場
券
を
忘
れ
た
り
、な
く
し
た

り
し
た
と
き
は
、投
票
所
の
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

【
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

【
場
所
】

　

田
原
市
役
所（
北
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

１
階　

大
会
議
室

　

赤
羽
根
支
所　

１
階　

資
料
室

　

渥
美
支
所　
　

３
階　

３
０
１
会
議
室

【
持
参
品
】

　

投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
る
方
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　

入
院
し
て
い
る
方
や
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
は
、そ
の
場
所
で
不
在
者
投
票
を

行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。病
院
な
ど
の

担
当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
お

よ
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

で
、重
度
の
障
害
や
病
気
の
た
め
に
投
票

所
ま
で
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方
は
、必

要
な
手
続
き
を
す
れ
ば
、郵
送
で
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、代
理
の
方
に
記
載
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
ず
れ
の
場
合
も
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

ほ
か
の
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

選
挙
期
間
中
、仕
事
や
旅
行
な
ど
で
田

原
市
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る

方
は
、滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
田
原
市
で
投
票
の
で
き
る
方

【
年
齢
】

　

投
票
日
当
日
、満
20
歳
以
上
の
方（
昭
和

62
年
７
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

【
住
所
】

　

平
成
19
年
４
月
11
日
以
前
に
転
入
の
届

け
出
を
さ
れ
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

※
平
成
19
年
４
月
12
日
以
降
に
他
市
町
村
か

ら
田
原
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、前
の
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
の
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
内
転
居
】

　

平
成
19
年
7
月
4
日（
水
）以
降
に
市
内

転
居
の
届
け
出
を
さ
れ
た
方
は
、前
住
所

地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

《
投
票
所
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。》

※泉投票区は、前回（４月の田原市長選挙）と投票所が異なりますのでご注意ください。

７
月
29
日
日
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

▼
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）☎
23
局
３
５
０
６

投
票

投
票
区
名

投
票
所

東
部

　

田
原
東
部
市
民
館

童
浦

　

童
浦
市
民
館

童
浦
第
２
　

山
北
保
育
園

大
久
保

　

南
部
保
育
園

巴
江

　

田
原
中
部
小
学
校

中
部

　

田
原
中
部
市
民
館

加
治

　

加
治
保
育
園

衣
笠

　

衣
笠
市
民
館

神
戸

　

漆
田
一
区
公
民
館

神
戸
第
２
　

神
戸
市
民
館

大
草

　

大
草
市
民
館　

野
田

　

野
田
中
学
校

野
田
第
２
　

山
ノ
神
公
民
館

六
連

　

六
連
保
育
園

高
松

　

高
松
市
民
館

赤
羽
根

　

赤
羽
根
市
民
館

若
戸

　

若
戸
市
民
館

泉

※
泉
小
学
校

伊
川
津

　

泉
市
民
館
伊
川
津
分
館

清
田

　

清
田
小
学
校

福
江

　

福
江
市
民
館

保
美

　

保
美
公
民
館

中
山

　

中
山
市
民
館

小
中
山

　

小
中
山
総
合
会
館

亀
山

　

亀
山
市
民
館

伊
良
湖

　

伊
良
湖
小
学
校

堀
切

　

堀
切
市
民
館

和
地

　

和
地
市
民
館　

【
投
票
所
一
覧
】

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

７
月
13
日（
金
）〜
28
日（
土
）
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●
大
人
と
は
違
う
子
ど
も
の
眠
り

　

子
ど
も
の
睡
眠
リ
ズ
ム
は
、生
ま
れ
た

と
き
に
は
ま
だ
備
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。出

生
後
、徐
々
に
発
達
し
て
い
き
ま
す
。脳
が

未
発
達
の
う
ち
は
睡
眠
も
未
完
成
で
す
。

子
ど
も
は
、眠
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
を
育

て
て
い
く
の
で
す
。

　

年
齢
に
伴
っ
て
変
化
す
る
眠
り
は
発
育

に
と
っ
て
重
要
で
、取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、子
ど
も
の
と
き
に
形
成

さ
れ
た
習
慣
は
、そ
の
後
の
生
活
習
慣
に

大
き
く
影
響
す
る
の
で
、大
人
よ
り
も
注

意
が
必
要
で
す
。

●
睡
眠
の
特
徴

乳
児

　

レ
ム
睡
眠（
浅
い
眠
り
）が
半
分
を
占
め

ま
す
。こ
の
時
期
の
睡
眠
は
、体
に
神
経
回

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、整
備
点

検
を
し
て
い
ま
す
。寝
て
い
る
と
い
え
ど

も
、脳
が
働
い
て
い
る
時
間
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

幼
児
・
学
童
期

　

ノ
ン
レ
ム
睡
眠（
深
い
眠
り
）が
多
く
、

熟
睡
量
と
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
は

一
生
の
う
ち
で
最
大
で
す
。成
長
ホ
ル
モ

ン
は
、就
寝
２
〜
３
時
間
後
の
深
い
眠
り

の
と
き
に
集
中
し
て
分
泌
さ
れ
ま
す
。多

く
の
熟
睡
が
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
大
量
分
泌

を
支
え
、骨
を
伸
ば
し
、筋
肉
を
強
く
し
て

い
き
ま
す
。な
お
、深
い
眠
り
が
と
れ
な
い

と
、ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。

思
春
期

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
低
下
し
、

そ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ

ン
が
睡
眠
時
に
分
泌
さ
れ
ま
す
。

※
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
は
、夜
の
睡

眠
量
が
減
る
だ
け
で
な
く
、昼
寝
も
し
な
く

な
る
の
で
、睡
眠
の
量
は
か
な
り
減
少
し
ま

す
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
脳
は
成
熟
し
つ
つ

あ
る
た
め
、十
分
な
睡
眠
が
必
要
で
す
。

　

24
時
間
化
す
る
現
代
社
会
。し
か
し
人
間
は
、24
時
間
い
つ
も
同
じ
よ
う
に
動
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。昼
に
は
昼
の
、夜
に
は
夜
の
活
動
に
合
っ
た
体
の
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。体
温
の
リ
ズ
ム
、ホ
ル
モ
ン
の
リ
ズ
ム
な
ど
、体
の
す
べ
て
の
リ

ズ
ム
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
仕
組
み
に
あ
っ
た

生
活
を
し
な
い
と
、体
や
心
を
よ
り
良
く
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
、夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、

夜
更
か
し
を
し
て
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
で
す
。睡
眠
不
足
は
、身
体
の
成
長
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。昼
間
は
元
気
に
活
動
し
、夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
い

う
生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
切
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

特
集

健
康
た
は
ら
21
計
画

見
直
そ
う
子
ど
も
の
生
活
習
慣

や
っ
ぱ
り
大
切

  
早
寝
・
早
起
き
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●
子
ど
も
の
就
寝
時
間

　

近
年
は
、全
国
的
に
夜
更
か
し（
夜
10
時

以
降
の
就
寝
）す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い

ま
す
。２
０
０
４
年
の
就
寝
時
間
全
国
調

査
で
は
、０
〜
４
歳
の
46
・
８
％
が
夜
10
時

以
降
に
就
寝
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
分

か
り
ま
し
た
。田
原
市
の
子
ど
も
た
ち
も
、

乳
幼
児
の
約
４
割
、学
童
の
約
５
割
が
夜

10
時
以
降
に
就
寝
し
て
い
ま
す（
表
１
）。

　

学
童
期
ま
で
の
子
ど
も
が
十
分
な
睡
眠

量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、夜
９
時
台
ま

で
に
就
寝
し
、朝
７
時
台
ま
で
に
起
床
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
生
活
習
慣
を
整
え
る
た
め
に

1
早
起
き
し
て
朝
の
光
を
浴
び
よ
う

　

朝
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、体
内
の
時

計
の
時
刻
あ
わ
せ
が
行
わ
れ
、活
動
や
休

息
に
合
っ
た
体
内
の
状
態
に
調
整
さ
れ
ま

す
。つ
ま
り
、夜
に
眠
気
が
出
て
く
る
時
刻

は
、朝
、大
ま
か
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。ま
ず
は
、早
起
き
を
し
て
朝
日
を
浴
び

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

2
朝
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
ろ
う

　

食
事
は
朝
の
光
と
同
じ
で
、生
体
リ
ズ

ム
を
整
え
る
た
め
に
重
要
で
す
。特
に
朝

食
は
、体
温
を
上
昇
さ
せ
、睡
眠
中
に
使
い

果
た
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
脳
に
補
給
し
、

脳
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。朝
ご
飯

を
き
ち
ん
と
食
べ
て
、脳
と
体
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
行
き
届
か
せ
ま
し
ょ
う
。

3
昼
寝
は
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で
に

　

切
り
上
げ
よ
う

　

昼
寝
が
長
す
ぎ
た
り
、夕
方
寝
か
せ
た

り
す
る
こ
と
は
遅
寝
に
つ
な
が
り
、夜
型

化
を
助
長
さ
せ
ま
す
。夜
の
睡
眠
に
影
響

し
な
い
よ
う
に
、長
さ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
昼
間
の
活
動
を
活
発
に
し
よ
う

　

深
い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
、日
中
の

活
発
な
運
動（
外
遊
び
）が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。外
遊
び
が
で
き
な
い
場
合
は
、お
や

つ
作
り
、家
事
の
お
手
伝
い
、本
を
読
む
な

ど
、昼
間
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
生
活

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

5
テ
レ
ビ
な
ど
の
視
聴
時
間
は

　

１
日
２
時
間
以
内
に
し
よ
う

　

田
原
市
の
約
７
割
の
子
ど
も
が
、テ
レ

ビ
・
ビ
デ
オ
な
ど
を
１
日
２
時
間
以
上
見

て
い
ま
す（
表
２
）。１
日
の
視
聴
時
間
を

２
時
間
以
内
に
す
る
よ
う
に
、家
族
で
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
で
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

子
ど
も
は
、大
人
の
ま
ね
を
し
て
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。親
が
夜
型
の
生

活
を
し
て
い
る
と
、子
ど
も
も
そ
れ
に
つ

ら
れ
て
夜
型
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。子

ど
も
だ
け
に「
早
寝
・
早
起
き
」を
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、大
人
自
身
が
生
活
習
慣
を

見
直
し
、家
族
み
ん
な
で
実
行
す
る
こ
と

が
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
「
早
寝
・
早
起
き
」の
大
切
さ
を
周
り
の

大
人
が
よ
く
認
識
し
、子
ど
も
の
健
康
を

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

0

10

20

30

40

50

60

70 ％

乳幼児 小学生 中学2年生 高校2年生
9時前
9時台
10時台
11時台
12時以降
無回答

 9.9
49.0
30.5
 7.7
 0.0
 2.9

 2.7
45.5
42.1
 8.7
 0.0
 1.0

 0.0
 2.2
12.1
43.1
28.3
14.3

 0.4
 0.4
 5.7
23.8
62.7
 7.0

午後

就寝時間【健康たはら21計画◎H16年度調査】
表1

0

10

20

30

40 ％

4時間以上 3時間―
4時間

2時間―
3時間

1時間―
2時間 1時間以上 無回答

就学前
（0歳を除く）

小学生

11.0

7.1

28.1

29.0

30.2

33.4

23.7

24.3

6.3

5.6

0.7

0.6

テレビ・ビデオ・パソコンなどの1日視聴時間【健康たはら21計画◎H16年度調査】
表2
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サーフィン世界大会
2007 A

エー

.S
エス

.P
ピー

． W
ダブル

Q
キュー

S
エス

 6
シ ッ ク ス ス タ ー

STAR
Y
ユ メ ヤ

UMEYA B
ビ ラ ボ ン

ILLABONG P
プ ロ

RO T
タ ハ ラ

AHARA
　今年も、田原市でサーフィンの世界大会が開催されます。世界トッププロ
の技は、サーフィン愛好家はもちろんのこと、経験者でなくてもそのすばら
しさが分かるほどです。ぜひお出かけください。

Y
ユ メ ヤ

UMEYA B
ビ ラ ボ ン

ILLABONG P
プ ロ

RO J
ジ ュ ニ ア

UNIOR T
タ ハ ラ

AHARA
３日（金）・４日（土）には、プロジュニア（20歳以下）の選手による大会が開催
されます。トップ選手にも引けを取らない戦いを見せてくれます。

前夜祭
　準決勝・決勝前日の４日（土）には、赤羽根地域の方々の協力のもと、ウミガ
メの放流会やサンセットライブ、プロ選手との交流会などが開催されます。

日 程

15:30―　子ガメの放流会
17:00―　サンセットライブ
18:30―　選手との交流会
19:00―　打ち上げ花火

●問い合わせ
田原市観光協会（商工観光課内）☎23局3516

②

　大会当日は多くの観客が訪れるため、
会場付近は主催団体が交通の自主規
制を行います。ご迷惑をおかけします
が、ご協力をよろしくお願いします。
　また、8月4日（土）・5日（日）には、市役
所赤羽根支所-赤羽根文化広場-大会
会場をつなぐ無料シャトルバスを運
行しますので、ご利用ください。

ロングビーチ（メイン会場）

ロコ（サブ会場）

交通自主規制のお願い

至
伊
良
湖

●市役所赤羽根支所

食堂●

●
酒店

※自主規制
　一方通行

※自主規制
　住民専用道路につき
　進入禁止

※自主規制
　一方通行

大石
至
豊
橋

2

2
3
4 5

6

7

8

9
10

1

3

4
1

P
赤羽根文化広場

赤羽根支所前

赤羽根漁港前

P 42

42

P

P
PP

P

P P P

至
豊
橋

至
伊
良
湖

2007

A.S.P. WQS 6STAR
YUMEYA BILLABONG

PRO TAHARA

開催期間　7月31日（火）―8月5日（日）
開催場所　赤羽根大石海岸（ロングビーチ）
　　　　　赤羽根西海岸（ロコポイント）
　　　　　※当日の波の状況で会場が決定します

平成19年7月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │



地球温暖化の影響で海面が上昇し、近い将来には海中
に沈んでしまうといわれている南の島「ツバル」。この
ツバルを撮り続けている写真家・遠藤秀一氏が、ツバル
の美しい自然と、深刻な海面上昇の被害について、映像
を交えながら紹介します。

遠藤秀一氏 環境講演会
「地球温暖化と私たちにできること
～ツバルを通じて考えよう」

［日　　時］ 7月29日（日）
　　　　　 午後4時30分（30分前開場）
［場　　所］ 田原文化会館文化ホール
［入 場 料］ 無料（ただし整理券が必要となります）
　　　　　 7月7日（土）午前9時から整理券を配布
　　　　　 田原・赤羽根・渥美文化会館
　　　　　 エコエネ推進室

傷ついた地球を救うため、スラ
イド講演を世界中で開き、地球
の危機を訴えてきたアメリカ元
副大統領アル・ゴア。彼の勇気と
希望に満ちた戦いと同時に「人
類が滅亡するまでの事実のシナ
リオ」を明らかにする驚愕のドキュ
メンタリーです。

映画上映会

「不都合な真実」

［日　　時］ 7月28日（土）
　　　　　 午後1時30分（30分前開場）
［場　　所］ 赤羽根文化会館文化ホール
［入 場 料］ 無料（ただし整理券が必要となります）
　　　　　 7月7日（土）午前9時から整理券を配布
　　　　　 田原・赤羽根・渥美文化会館
　　　　　 エコエネ推進室

田原文化会館

田原リサイクルセンター 炭生館

● 問い合わせ
エコエネ推進室 523局7401

境と共生する豊かで持続可能な地域づくり「たはらエコ・ガーデンシティ構想」を実現するため、地球温暖化
をテーマにした映画上映会・環境講演会を企画しました。

● たはらエコエネルギーフェスタ
省エネ・新エネのパネル展示、太陽光・風力発電などの企業ブース、
エコクイズ、自転車普及促進イベント、市内自転車店による自転車
点検コーナー　ほか

● 子ども映画会「ハッピー・フィート」
● 設楽町物産展、五平餅づくり教室
● 食品と暮らしの安全安心なんでも相談コーナー
● 障害児・者太鼓フェスティバル
● 各種イベント
どんぐり工房、本のガレージセール、菜の花エコの紹介、
廃食用油石鹸の作り方教室、子ども工作教室　ほか

休みの親子向けのイベントです。楽しくってためになる催し
をたくさん用意してお待ちしています。なお、当日は「田原リ

サイクルセンター炭生館」「セントファーレ」においても、関連イベン
トが開催されます。皆さんお誘い合わせのうえ、お出かけください。

夏

環

開催日時　7月29日（日）　午前9時30分～午後4時（環境講演会は午後4時30分～）
開催場所　田原文化会館一帯

無料シャトルバス運行

※詳細はＰＲチラシでおしらせします。

整理券
配布場所

整理券
配布場所
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今回の企画展の図録「生誕100年記念　須田剋太展―生命の賛歌―」を販売しております。
出品作品の図版が数多く掲載されています。この機会にぜひお買い求めください。
A4版、カラー・1色／167ページ 無線とじ／価格2,000円（税込）

2007年 7月5日木～8月26日日

田原市博物館夏の企画展

生誕100年記念  生
い の ち

命の賛歌

須
す

田
だ

剋
こく

太
た

展

◎開館時間／午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）
◎休館日／毎週月曜日
※ただし、7月16日は祝日のため開館し、
　7月17日の火曜日を休館します。
◎観覧料／一般600円（480円）
　小・中学生は無料
（　）内は20名以上の団体割引料金です。
◎主催／田原市博物館・財団法人崋山会

■ギャラリートーク
7月15日㈰ 午前11時～
飯田市美術博物館学芸員
槇村洋介氏
※観覧料が必要です。

■展示解説
　8月5日㈰ 午前11時～
当館学芸員
※観覧料が必要です。

■同時開催　渡辺崋山の書
◎内容／重文自筆墓表・遺書、
　曲亭馬琴宛書状ほかを展示
◎会場／特別展示室

☎ 22局1720
http://www.taharamuseum.gr.jp

　須田剋太の生誕100年を記念して、初期作品から最晩年に至る油彩やグワッシュ（不透明水彩）の
「具象画」「抽象画」、さらには「書」「陶」などを一堂に展観し、多彩な芸術の全容を紹介するとともに、
向
ひ ま わ り

日葵、舞
まい

妓
こ

、東大寺、縄文記号など、造型の中心となったいくつかのモチーフに焦点をあて、いまだに
多くの人々を引きつけてやまない『剋太芸術』の魅力の源に迫ります。　

図録の
ご案内

「遊女の図」1989（平成元年）

「錯覚の世界B」1956（昭和31年）
大阪府立現代美術センター蔵

「自画像」1987（昭和62年）

「因幡・伯耆のみち  鳥取砂丘ラッキョウ畑A」1985（昭和60年）
司馬遼太郎「街道をゆく」挿絵／大阪府立現代美術センター蔵
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■
発
行
部
数

　

１
万
９
９
０
０
部

■
申
し
込
み

８
月
14
日（
火
）ま
で
に
、「
生
涯

学
習
情
報
誌
等
へ
の
有
料
広
告

掲
載
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、広
告
原
稿
、会
社
概
要

な
ど
を
添
付
の
う
え
、生
涯
学

習
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
お
よ
び
要
綱
は
、田
原
市

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課（
崋
山
会
館
内
）

5
23
局
３
５
３
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aic

hi.jp/section/kyoiku

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、

自
主
財
源
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、生
涯
学
習

情
報
誌
に
地
元
企
業
か
ら
の
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

■
掲
載
場
所

生
涯
学
習
情
報
誌（
平
成
19
年

度
下
半
期
／
平
成
19
年
９
月

15
日
発
行
）の
裏
表
紙（
カ
ラ
ー
）

■
掲
載
枠
数

　

１
種
広
告
を
10
枠

　

田
原
市
で
は
、吉
胡
貝
塚
と
縄
文

人
の
暮
ら
し
の
知
恵
に
触
れ
て
い
た

だ
く
た
め
、講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
文
化
財
課
（
崋
山
会
館
内
）

5
23
局
３
５
３
１

■
考
古
資
料
展

　
『
渥
美
半
島
の
考
古
学
』

　

7
月
１
日
㈰
か
ら
、田
原
市
で
出
土

し
た
旧
跡
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
の
考
古
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館

国
指
定
史
跡「
吉
胡
貝
塚
」は
、

今
か
ら
約
２
３
０
０
年
〜

３
０
０
０
年
前
の
縄
文
人
の
遺
跡
で

す
。田
原
市
で
は
、11
月
の
開
館
を
目

指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。開

館
ま
で
の
５
か
月
間
、こ
の
広
報
紙

で
吉
胡
貝
塚
の
意
義
と
そ
の
楽
し
み

方
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
史
跡
は
、国
が
重
要
と
認
め

た
遺
跡
で
、県
内
に
は
ほ
か
に
東
浦

町
の
入い

り

海み

貝
塚
、名
古
屋
市
の
大お

お

曲く
る

輪わ

貝
塚
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、吉
胡

貝
塚
の
よ
う
に
周
囲
の
地
形
を
含
ん

で
残
っ
て
い
る
貝
塚
は
全
国
的
に
も

少
な
く
、大
変
貴
重
な
の
で
す
。

　

ま
た
、吉
胡
貝
塚
は
、次
の
２
点
で

全
国
的
に
有
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
貝
塚
か
ら
見
つ
か
っ
た
縄
文
人
骨

の
数
は
日
本
一（
３
５
０
体
以
上
）。

②
国
が
発
掘
し
た
第
１
号
の
遺
跡
。

1
生
涯
学
習
情
報
誌
に

有
料
広
告
を
掲
載

サイズ 掲載料

1種広告 縦4.5cm×横8.5cm 1回 15,000円

2種広告 縦4.5cm×横18.0cm 1回 30,000円

■広告のサイズおよび掲載料

回 日時 内容 場所

１ 8月  9 日（木）
10:00～12:00

吉胡貝塚の見学
模擬発掘体験 吉胡貝塚

２ ８月10日（金）
10:00～12:00

石器つくり
火おこし体験 田原市博物館

３ ８月11日（土）
10:00～12:00

勾
まが

玉つくり
貝輪つくり 田原市博物館

※サイズは原則として１種広告とします。ただし、
１種広告の応募数が募集枠数に満たないとき
は、２種広告も掲載できることとします。

▼対象＝小学生以上（小学３年生までは保護者同伴）

▼定員＝先着各20組

▼申し込み＝７月20日（金）から電話にて

▼

平成17年の発掘調査で見
つかった50～60代の女性。
当時としては長老級。貝製の
腕輪をはめています。小さな
穴に手足を折り曲げたきゅう
くつな姿勢で葬られていまし
た。どのような祈りがこめら
れていたのでしょうか？

■
や
っ
て
み
よ
う
! !

　
　
　
　

古
代
体
験
講
座

こ
ん
な
に
す
ご
い
!!
「
吉
胡
貝
塚
」

▼

参考：生涯学習情報誌
　（平成19年度上半期）の表紙
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対
象

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

内
容

・
医
療
を
受
け
た
と
き
、自
己
負
担
が
１
割

（
現
役
並
み
に
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
）

に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
、印
鑑

対
象

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
の
方
で
、老
人
保
健
法
の
受
給
者
証

を
お
持
ち
で
な
い
方

内
容

医
療
を
受
け
た
と
き
、自
己
負
担
が
１
割

（
現
役
並
み
に
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
）

に
な
り
ま
す
。

発
行
に
つ
い
て

該
当
者
へ
誕
生
月
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象

未
就
学
の
乳
幼
児（
０
歳
か
ら
６
歳
に
達

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
）

内
容

医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負
担
額
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・保
険
証（
加
入
手
続
き
中
の
と
き
は
証
明
書
）、

印
鑑

見
本

見
本

見
本

※
8
月
1
日
か
ら
印
刷
は
肌
色

● 保険年金課 国保年金係 523局2149
医　療　係 523局3514

医療費の助成制度

老
人
保
健

医
療
費
給
付

国
民
健
康
保
険

高
齢
者

医
療
費
給
付

乳
幼
児

医
療
費
助
成

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の
負担を軽くして、安心して医療サービスを

受けていただけるよう、さまざまな助成制度を設けています。
詳しくはお問い合わせください。

平成19年7月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



対
象

・
母
子
家
庭（
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
を
含
む
）で
18
歳
以
下（
18
歳
に
達
し
た

日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
。以
下
同

じ
）の
児
童
を
養
育
す
る
母
お
よ
び
児
童

・
父
子
家
庭（
母
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
を
含
む
）で
18
歳
以
下
の
児
童
を
養
育

す
る
父
お
よ
び
児
童

・
父
母
の
い
な
い
18
歳
以
下
の
児
童

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

内
容

医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負
担
額
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
、印
鑑

・
転
入
者
の
場
合
は
所
得
証
明
書

対
象

・１
〜
３
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者（
腎

臓
機
能
障
害
は
１
〜
４
級
、進
行
性
筋
萎

縮
症
は
１
〜
６
級
の
方
）

・
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
療
育
手
帳
所
持
者

・
自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

内
容

医
療
保
険
に
お
け
る
自
己
負
担
額
を
助

成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
、印
鑑

・
そ
れ
ぞ
れ
の
手
帳（
自
閉
症
状
群
に
つ
い

て
は
、自
閉
症
の
診
療
経
験
が
あ
る
医
師

の
発
行
す
る
診
断
書
）

対
象

・
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
）を
受
け
て
い
る
方

・
精
神
障
害
と
診
断
さ
れ
、入
院
し
て
い
る

方（
措
置
入
院
の
方
は
除
く
）

内
容

精
神
障
害
治
療
に
必
要
な
次
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

・
通
院
＝
医
療
費
の
自
己
負
担
額

・
入
院
＝
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
半
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
通
院
＝
保
険
証
、印
鑑
、自
立
支
援
医
療
受

給
者
証

・
入
院
＝
保
険
証
、印
鑑
、診
断
書

見
本

見
本

見
本

※
8
月
1
日
か
ら
印
刷
は
オ
レ
ン
ジ
色

※
見
本
は
通
院
の
も
の

医療費の助成制度

● 国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、7月31日［火］までに新しい
受給者証を郵送します。

● 母子家庭等医療費受給者証をお持ちの方は、受給者証が7月31日［火］で期
限切れとなります。更新申請がお済みでない方は、大至急手続きをして
ください。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合
わせください。

● 障害者医療費受給者証をお持ちの方は、３年に一度の更新があります。詳
しくは21ページをご覧ください。

障
害
者

医
療
費
助
成

精
神
障
害
者

医
療
費
助
成

母
子
家
庭
等

医
療
費
助
成

医療受給者証の
更新について
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歳出
予算現額 334億5,970万円
支出済額 262億7,816万円

執行率
78.5%

予算現額　2億4,793万円

支出済額　2億3,121万円

53億417万円

39億8,424万円

59億1,532万円

52億1,407万円

51億3,746万円

41億1,715万円

3,787万円

3,628万円

24億7,784万円

15億1,361万円

6億4,672万円

5億2,482万円

53億1,832万円

38億3,814万円

17億4,471万円

12億7,050万円

33億6,013万円

25億9,123万円

0万円

0万円

2億4,622万円

予算現額　179億2,339万円

収入済額　181億2,212万円

30億9,528万円

30億5,385万円

27億370万円

29億4,485万円

4億256万円

3億7,184万円

3億7,501万円

3億7,159万円

21億4,418万円

18億4,807万円

16億5,563万円

8億3,432万円

4,223万円

4,764万円

2,742万円

2,191万円

5億748万円

5億1,024万円

14億715万円

14億715万円

5億5,863万円

7億678万円

26億1,700万円

0万円

　田原市では、財政の状況を上半期と下半期に分けて、年２回公表して
います。今回は、平成18年度下半期（昨年10月から今年３月まで）の予算
執行状況などをおしらせします。
　なお、表中の金額は１万円未満が切り捨てのため、合計などに多少の
ずれが生じています。

● 財政課 523局3818

市 税

　　 101.1％

地方譲与税等

98.7％

地 方交付税

108.9％

分担金・負担金

92.4％

使用料手数料

99.1％

国 庫支出金

86.2％

県 支 出 金

50.4％

財 産 収 入

112.8％

寄 附 金

79.9％

繰 入 金

100.5％

繰 越 金

100.0％

諸 収 入

126.5％

市 債

0.0％

議 会 費

　　 93.3％

総 務 費

75.1％

民 生 費

88.1％

衛 生 費

80.1％

労 働 費

95.8％

農林水産業費

61.1％

商 工 費

81.2％

土 木 費

72.2％

消 防 費

72.8％

教 育 費

77.1％

災 害復旧費

0.0％

公 債 費

90.5％

諸支出金・その他

90.3％

0 5 10 15 20 25 30 6035 ・・・・・・180 140 100 02468101214161820 （億円）

歳入
予算現額 334億5,970万円
収入済額 302億4,041万円
予算現額 334億5,970万円
収入済額 302億4,041万円

収入率
90.4%

2億2,237万円

27億3,447万円

30億2,296万円

（億円）

収入率 執行率

財政状況の公表

一般会計
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一 般 会 計

公共下水道事業特別会計

合　　　　計

土地

市役所

学校

保育園

市営住宅

公園

市民館

その他

建物

市役所

学校

保育園

市営住宅

公園

市民館

その他

出資による権利

(財)崋山会

㈱東三河食肉流通センター

(財)県水産業振興基金

田原市土地開発公社

(財)豊川水源基金

㈱サンテパルク田原

㈱あつまるタウン田原

豊橋ケーブルネットワーク㈱

新城市（鳳来地域）水源地域対策基金

㈱グリーンエナジーたはら

その他

基金

有価証券

財政調整基金

教育文化振興基金

緑化推進基金

国際交流振興基金

大規模事業推進基金

地域福祉基金

国民健康保険基金

介護保険基金

土地開発基金

株券

農業集落排水事業特別会計

農林水産業債

4億5,152万円

1億4,000万円

3,360万円

1,238万円

1,000万円

1,532万円

1,800万円

5,000万円

1,300万円

4,553万円

9,180万円

2,187万円

71億7,279万円

30億  821万円

1億2,792万円

1億4,922万円

1億9,751万円

2億4,963万円

2億8,637万円

1億4,829万円

2億  189万円

28億  372万円

13万5,750株

13万5,750株

2,669,636㎡

68,976㎡

515,272㎡

105,930㎡

86,070㎡

571,809㎡

22,254㎡

1,299,325㎡

369,169㎡

17,505㎡

121,251㎡

24,444㎡

56,515㎡

3,194㎡

14,334㎡

131,926㎡

総務債

民生債

衛生債

農林水産業債

商工債

土木債

消防債

教育債

災害復旧債

その他

土木債

その他

258億7,226万円

11億7,919万円

12億1,892万円

13億3,429万円

14億3,366万円

1億1,199万円

49億7,222万円

4億5,097万円

50億2,927万円

2,483万円

101億1,688万円

101億2,415万円

97億5,064万円

3億7,351万円

24億5,720万円

24億5,720万円

384億5,362万円

収入済額会　計　名 予算現額 収入率

歳　入歳　入

90.1％
97.7％
91.9％
95.5％
88.4％
32.5％
78.0％
92.2％
3.9％

2億6,581万円
7億2,817万円
48億6,499万円
64億9,872万円
15億3,678万円
3億4,253万円
1億3,533万円
27億6,918万円

101万円

2億9,490万円
7億4,508万円
52億9,640万円
68億  675万円
17億3,868万円
10億5,266万円
1億7,355万円
30億  403万円

2,614万円

2億9,490万円
7億4,508万円
52億9,640万円
68億  675万円
17億3,868万円
10億5,266万円
1億7,355万円
30億  403万円

2,614万円

支出済額会　計　名 予算現額 執行率

歳　出歳　出

85.6％
97.7％
87.0％
91.3％
73.0％
67.3％
91.0％
84.7％
59.0％

2億5,251万円
7億2,817万円
46億1,043万円
62億1,548万円
12億6,844万円
7億  863万円
1億5,787万円
25億4,562万円

1,542万円

給食センター給食費特別会計

土地取得特別会計

老人保健医療特別会計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

田原福祉専門学校特別会計

介護保険特別会計

中心市街地商業等活性化事業特別会計

給食センター給食費特別会計

土地取得特別会計

老人保健医療特別会計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

田原福祉専門学校特別会計

介護保険特別会計

中心市街地商業等活性化事業特別会計

特別会計

借入金の状況

市有財産
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伝統の田原凧まつりが、田原文化会館などで行わ
れました。５月26日（土）に開催された「初凧祈願
祭」では、新生児の誕生を祝おうと集まった家族
らが、子どもの健やかな成長を願い、初凧に祈りま
した。また、翌27日（日）には「けんか凧合戦」が行わ
れ、市内外から参加した37チームがしのぎを削り
ました。穏やかに過ぎた前日とは一変して会場を
沸かせた“上空での熱戦”に、訪れた観衆も目が離
せない様子でした。

赤羽根中学校２年生が、にんじんの会（赤羽根地域
の市民グループ）メンバーと愛知県（渥美農業改良
普及課）職員を講師に迎え、梅干し作り体験授業を
行いました。この授業は、食農教育実践の一環とし
て地元で取れる食材の活用方法などについて学ぼ
うと４年前から実施しているもの。生徒らは作り
方を聞きながら丁寧に作業を進め、自分で作るこ
との楽しさを味わいました。なお、今回漬けた梅干
しは、９月ごろ出来上がる予定です。

愛のココナッツメッセージPart20「やしの実投流」
が、沖縄県石垣島沖で行われました。今回は、田原
市観光協会一行のほか、やしの実を購入した「やし
の実会員」も参加。「恋路ヶ浜へ届け！」と願いを込
め、１１１個のやしの実を海に投げ入れました。こ
のほか、事業20回目を記念して、両市の観光協会が
友好提携を結ぶ調印式を行ったり、「爬

ハー

龍
リー

船
せん

競
きょう

漕
そう

大
会」に田原市の女性チームが参加したりするなど、
交流事業も盛んに行われました。

■「どんな味になるか楽しみ」と興味深く塩をふる生徒ら ■27日（日）に行われた「けんか凧合戦」の様子。集中してます！

5 6

水
火 梅干し作りに　チャレンジ！

思いよ届け！　恋路ヶ浜へ月

日
土“願い”も“けんか”も　田原凧

■願いを込めて一斉に海に投げ入れられたやしの実
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田原市の姉妹都市である韓国・銅雀区から、職
員４名が研修に訪れました。一行は、６月７日～
15 日の９日間滞在し、市内の農業や施設などを
視察したり、田原市の行政運営（防災や福祉、エ
コへの取り組みなど）を学んだりしました。また、
ホームステイしながら日本の生活を体験し、文化
の違いを肌で感じていました。代表の陳

ジン

氏は「こ
れをきっかけにいろいろな分野での交流を進めた
い」と、交流事業の進展を望んでいました。

市民が協力して環境美化に取り組む田原を美しく
する推進デー（田原を美しくする会主催）を開催
しました。この行事は、平成４年から始められた
『田原を美しくする運動』の一環で、今年が 16 年
目。「きれいな街は、みんなの手で」を合言葉に、
早朝から市内全域の道路や公園などで美化活動を
行いました。集められたごみの量（枝木などを含
む）は、この日だけで約 30 ｔ

トン

。田原・赤羽根・
渥美それぞれのごみ処理施設で分別しました。

日本バスケットボールリーグのスーパーリーグに
参戦しているO

オー

S
エス

G
ジー

フェニックス（豊川市）を講師
に迎え、中学生バスケットボール教室を、田原中学
校体育館で行いました。参加した市内中学校のバ
スケットボール部員約２００名は、トップ選手や
コーチからの指導を、真剣な表情で受けていまし
た。同選手らは「東三河から良い選手が育ってほし
い」と、生徒らの今後の成長に期待を寄せていまし
た。

サンテパルクたはらで開催中の産直朝市が、来園
者らの人気を呼んでいます。これは、改修工事によ
り現在休業している農産物直売店「ファームマー
ケット」の代わりを担おうと、地元農家の皆さんが
野菜などを運び込み、販売しているというもの。毎
週土・日曜日と祝日、午前９時30分から正午まで営
業しています。新鮮な農産物をお値打ちに購入す
るなら今がチャンス！ 売り切れしだい終了とな
りますので、早めにお出かけください。

■田原市報民倉内で備蓄品の説明を受ける銅雀区職員ら

■沿道のごみを拾う市民の皆さん

一歩一歩　深まる交流金
木

■OSGフェニックス選手の指導を熱心に聞く生徒ら

日 清潔で　魅力あるまちへ

■並べられた地元産直の農産物。ほかとは鮮度が違います！

土 新鮮！格安!!　“サンテ”の朝市

土 プロの選手が　熱烈指導
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永
年
に
わ
た
る
社
会
奉
仕
活
動
の
功
績

を
評
価
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
」
が
、『
緑

り
ょ
く

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

』
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動

の
功
績
を
評
価
さ
れ
た
知
的
障
害
者
援
護

施
設
「
ホ
タ
ル
の
郷
」（
豊
川
市
）
の
施

設
長
・
川
口
弘
さ
ん
（
夕
陽
が
浜
）
が
、

『
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

』

を
受
章
し
ま
し

た
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田
原

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
保
育
職 

　
　
　
　

若
干
名

・
消
防
職　

 

　
　
　
　

若
干
名

■
受
験
資
格

保
育
職

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
57
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方

消
防
職

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

20
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
受
験
で
き
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方

・
外
国
籍
の
方
で
、
永
住
者
ま
た
は
特
別

永
住
者
の
在
留
資
格
の
な
い
方

■
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
９
月
16
日
（
日
）

▼
場
所
＝
田
原
市
役
所
南
庁
舎
６
階
講
堂

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
（
消
防
職
の

み
）、
作
文
試
験
、
適
性
検
査
・
性
格
診

断
（
消
防
職
は
消
防
適
性
検
査
の
み
）

■
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
、
体
力
診
断
（
消
防
職
の
み
）
を

実
施
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

■
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
て
／
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
な
ど

は
市
役
所
人
事
課
・
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

込
み
は
、
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
〜
14
日
（
火
）
／
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
／
郵
送
は
８
月
14
日
（
火
）
必
着

■
そ
の
他

・
採
用
後
の
給
与
は
「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給

・
外
国
籍
の
方
の
任
用
に
は
一
部
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
対
象
＝
市
内
で
お
は
な
し
会
の
活
動
を

し
て
い
る
方　

▼
日
時
＝
9
月
14
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
予
定
）

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
〜

２
０
３
会
議
室　

▼
定
員
＝
80
名
（
先
着

順
）　

▼
内
容
＝
小
道
具
を
つ
か
っ
た〝
お

は
な
し
〞
や
〝
わ
ら
べ
歌
〞
な
ど
、
実
演

を
交
え
た
お
話　

▼
講
師
＝
藤
田
浩
子
さ

ん　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
／
８
月
１

日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

▼
田
原
市
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

栄
養
を
中
心
と
し
た
健
康
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
を
、
講
義
や
実
技
、
調
理
実
習
に
よ

っ
て
紹
介
し
ま
す
。
自
分
や
家
族
、
地
域

の
健
康
の
た
め
、
明
日
に
つ
な
が
る
健
康

づ
く
り
の
方
法
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
７
回
す
べ
て
参
加
で
き
る
市
内

在
住
者　

▼
開
催
日
＝
９
月
11
日
（
火
）・

25
日（
火
）、10
月
９
日（
火
）・
23
日（
火
）、

11
月
６
日
（
火
）・
27
日
（
火
）、
12
月
11

日
（
火
）　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

１
時　

▼
場
所
＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
定
員
＝
20
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
８
月
31
日（
金
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

緑
綬
褒
章
・
藍
綬
褒
章

お
は
な
し
会

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座 

受
講
者

栄
養
生
活
講
座 

受
講
者

田
原
市
職
員
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せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

▼
日
時
＝
８
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所
＝
恋
路
ヶ
浜

（
伊
良
湖
町
）　

▼
定
員
＝
20
組（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

小
学
生
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

／
７
月
17
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始

▼
そ
の
他
＝
小
雨
決
行
（
雨
天
の
場
合
は

別
会
場
に
て
レ
ク
チ
ャ
ー
と
工
作
教
室
を

実
施
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

英
会
話
に
自
信
の
な
い
シ
ニ
ア
の
方
、

中
学
校
２
年
生
レ
ベ
ル
の
基
礎
的
な
英
語

の
復
習
な
ど
で
、
英
会
話
を
も
う
一
度
や

り
直
し
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
英
会
話
を
や
り
直
し
た
い
50
歳

以
上
の
方　

▼
定
員
＝
25
名
（
先
着
順
）

▼
開
催
日
＝
８
月
23
日
か
ら
９
月
27
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日　

▼
時
間
＝
午
後
７
時

30
分
〜
９
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

１
０
１
会
議
室　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／
７

月
17
日
（
火
）
か

ら
受
付
開
始

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

　

22
局
３
８
１
１

　
「
自
然
・
冒
険
・
友
達
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

し
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
や
テ
ン
ト

で
の
寝
泊
ま
り
を
「
夏
休
み
の
思
い
出
」

に
し
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生　

▼
日
時
＝

８
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
７
日
（
火
）

午
前
11
時
50
分　

▼
場
所
＝
江
比
間
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
青
年
の
家
）
キ
ャ
ン
プ

場　

▼
参
加
費
＝
一
人
５
０
０
円
（
食
材

料
費
な
ど
）　

▼
持
ち
物
＝
米
２
合
、
軍

手
、
帽
子
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
水
筒
、
懐

中
電
灯
、
雨
具
な
ど　

▼
服
装
＝
汚
れ

て
も
よ
い
服
装　

▼
定
員
＝
20
名
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
22
日
（
日
）
ま
で
に
江
比
間
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
保
護
者
の
氏
名
を
明
記
）

▼
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
37
局
１
０
２
５　

37
局
１
２
８
７

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

者　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名
（
ア
ク
セ

ス
初
級
は
16
名
）
／
先
着
順　

▼
受
講
料

＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て（
月
曜
日
休
館
）

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ

ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
一

人
２
コ
ー
ス
ま
で
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
☎
22
局
７
２
０
０

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
昭
和
21

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
司
書
、
司

書
補
、
司
書
教
諭
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
取
得
し
て
い
る
方　

▼
勤
務
内
容

＝
本
の
貸
し
出
し
・
返
却
業
務
な
ど
、
図

書
館
業
務
全
般　

▼
勤
務
場
所
＝
赤
羽
根

図
書
館（
最
初
の
１
か
月
は
中
央
図
書
館
）

▼
採
用
期
間
＝
10
月
１
日
〜
平
成
20
年
３

月
31
日　

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
土
・
日
曜
、

祝
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
報
酬
＝
月
額
10
万
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接　

▼
試
験
日
＝
８
月
31
日
（
金
）　

▼
試
験
会
場
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
申
し

込
み
＝
８
月
22
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

に
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
資
格
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は

取
得
見
込
証
明
書
を
添
え
て
中
央
図
書
館

へ
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）　

▼
そ

の
他
＝
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
あ
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
図
書
館

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１　

田
原
町
汐
見
５
）

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

夏
休
み
に
、
海
辺
の
植
物
を
観
察
し
ま

生
涯
学
習
講
座 

親
子
自
然
観
察
会

パ
ー
ト
２
『
海
辺
の
植
物
』
参
加
者

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

コース 開催日 時間 場所

初級 ① 7/24～ 8/9までの火・木曜日  9:30～ 11:30 情報センター

案内文作成 ① 7/12 13:30～15:30 渥美文化会館

文書作成
（ワード初級）

① 7/15～ 8/5までの日曜日 9:30～ 11:30

情報センター

② 7/24～ 8/2までの火・木曜日 13:30～15:30

③ 8/23～ 8/31までの木・金曜日 19:00～21:00

表計算
（エクセル初級） ① 7/15～ 8/5までの日曜日 13:30～15:30

アクセス初級 ① 8/23～ 8/31までの木・金曜日 13:30～16:30

生
涯
学
習
講
座
『
シ
ニ
ア
の
た
め

の
英
会
話
入
門
』
参
加
者

■パソコン教室

田
原
市
図
書
館
嘱
託
員

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ 

参
加
者
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
・
市
民
活
動
団
体
を
対
象

に
、
団
体
運
営
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
お

よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

個
人
お
よ
び
団
体　

▼
開
催
日
＝
平
成
20

年
３
月
30
日
ま
で
の
原
則
毎
週
金
・
土
・

日
曜
日　

▼
時
間
＝
午
後
２
時
〜
７
時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
に
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
体
験
入
学
日
以
外
に
も
随
時
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
豊
川
養
護
学
校

（
豊
川
市
平
尾
町
門
田
77
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
開
催
日
＝

【
小
学
部
】７
月
23
日（
月
）・
10
月
25
日（
木
）

【
中
学
部
】７
月
24
日（
火
）・
10
月
24
日（
水
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

　
（
０
５
３
３
）88
局
２
５
９
５

■
豊
橋
養
護
学
校

（
豊
橋
市
西
口
町
西
ノ
口
25

－

10
）

▼
対
象
＝
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
開
催
日
＝
９
月
７
日（
金
）・
10
月
26
日（
金
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）63
局
５
７
８
３

■
大
府
養
護
学
校

（
大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田
１

－

11
）

▼
対
象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
開
催
日
＝
10
月
12
日（
金
）・
11
月
20
日（
火
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

　
（
０
５
６
２
）44
局
０
６
６
２

　

消
防
設
備
な
ど
の
工
事
・
整
備
・
点
検

を
行
う
資
格
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
日
＝
①
９
月
２
日
（
日
）
②
９

月
９
日
（
日
）　

▼
種
類
＝
①
甲
種
特

類
・
４
類
／
乙
種
４
類
・
７
類
②
甲
種
１

〜
３
類
・
５
類
／
乙
種
１
類
〜
３
類
・
５

類
・
６
類　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内

▼
申
し
込
み
＝
７
月
23
日
（
月
）
か
ら
31

日
（
火
）
ま
で
に
消
防
課
（
署
）
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
２
４
４
０

　

炭
生
館
な
ど
を
見
学
し
、
環
境
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護

者　

▼
開
催
日
・
見
学
場
所
＝
①
８
月
16

日
（
木
）・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
春
日

井
市
神
屋
町
）
ほ
か 

②
８
月
17
日
（
金
）・

田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
ほ
か

▼
集
合
場
所
＝
①
愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー

（
名
古
屋
市
中
区
）
②
豊
橋
駅
西
口　

▼
集
合
時
間
＝
９
時
20
分　

▼
定
員
＝
各

40
名
（
20
組
）　

▼
参
加
料
＝
無
料
（
集

合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
実
費
／
昼
食
は

持
参
）　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
３
１

　
「
ニ
ー
ト
」
と
い
わ
れ
る
若
年
者
の
実

態
を
受
け
止
め
、支
援
を
す
る
た
め
に
は
、

家
族
や
市
民
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。「
ニ

ー
ト
」
に
関
す
る
理
解
・
知
識
な
ど
を
深

め
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
ニ
ー
ト
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

▼
日
時
＝
８
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
豊
橋
市
職
員
会
館
５
階
会
議
室

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
30
名
程
度

▼
申
し
込
み
＝
８
月
３
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
は
、
中
山
間

地
域
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
一
般
地
域
住
民
、
自
治
体
関
係

者
な
ど　

▼
日
時
＝
８
月
20
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
〜
５
時
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
場
所
＝
豊
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
蓬ほ

う

莱ら
い

の

間
（
豊
橋
市
駅
前
大
通
２
丁
目
）　

▼
内

容
＝
講
演
「
中
山
間
地
域
再
生
の
取
組
」、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

▼
参
加
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
不
要　

▼
そ
の

他
＝
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学
研
究
協
力
課

☎（
０
５
３
２
）44
局
６
５
７
４

　

http://w
w
w
.tut.ac.jp/topics/h19/

070820shinpo.pdf

消
防
設
備
士
試
験

県
立
養
護
学
校 

体
験
入
学

『
ご
み
調
査
隊
』
参
加
者

ニ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
研
修 

受
講
者

「
中
山
間
地
域
の
維
持
と
活
性
」

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

参
加
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体 

運
営
支
援
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地
域
で
の
助
け
合
い
や
家
庭
で
の
暖
か

い
介
護
充
実
を
目
的
に
、
家
庭
に
お
け
る

介
護
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
・
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
参
加
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
16
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
講
座
名
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
１
講
座
ご
と
で
も
申
し
込
み

可
／
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
３
回
連
続

受
講
希
望
者
を
優
先

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
し

ょ
う
！

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

▼
開
催
日
・
場
所
＝
表
の
と
お
り

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分　

▼
定
員
＝
各
講
座
15
組
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
上
靴
（
小
学
生
の
み
）　

▼
参
加

料
＝
一
人
１
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
27
日（
金
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

会
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー 

健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
受
験
資
格
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各

分
野
で
合
計
５
年
以
上（
一
部
10
年
以
上
）

の
実
務
経
験
が
あ
り
、
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
方

①
受
験
資
格
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤

務
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方

②
現
在
受
験
資
格
の
業
務
に
従
事
し
て
お

ら
ず
、
住
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方

▼
試
験
日
＝
10
月
28
日
（
日
）　

▼
願
書

受
付
期
間
＝
７
月
５
日（
木
）〜
31
日（
火
）

▼
願
書
の
配
布
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

愛
知
県
高
齢
福
祉
課
ほ
か

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

☎（
０
５
２
）２
３
１
局
３
２
２
４

　
（
０
５
２
）２
２
２
局
２
９
１
８

　

有
機
食
材
を
使
っ
た
初
夏
の
健
康
フ
レ

ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
、
使
用
食
材
や
地
産

地
消
、
食
育
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
・
豊
橋
市
内
在
住
者（
子

ど
も
の
同
伴
不
可
）　

▼
日
時
＝
７
月
30

日
（
月
）
正
午
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝

ビ
ス
ト
ロ 

ヴ
ァ
ン 

ル
ー
ジ
ュ
（
豊
橋
市

西
幸
町
字
浜
池
42

－

３
）　

▼
定
員
＝
20

名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
結

果
は
７
月
25
日
ま
で
に
通
知
）　

▼
受
講

料
＝
２
５
０
０
円
（
資
料
・
ラ
ン
チ
代
）

▼
申
し
込
み
＝
７
月
17
日
（
火
）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

郵
送
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）　

▼
そ
の
他
＝
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w
w
.city.

toyohashi.aichi.jp/nousei

“エコライフ” の 標語 を 募集！“エコライフ” の 標語 を 募集！
エコライフの啓発活動に活用するため、「田原らしい暮らし」な
どをテーマとした標語を募集します。ぜひご応募ください。

募集部門Ì市内「小学生の部」「中学生の部」「一般の部」
募集期間Ì7月11日（水）―9月10日（月）
応募方法Ì応募用紙（各学校で配布またはエコエネ推進室など

に設置、市ホームページからダウンロード）に標語と
必要事項を記入のうえ郵送・ＦＡＸ・Ｅメールにて

たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局
〒441－3492（住所不要・エコエネ推進室内）
523－7401　 23－0669 　ekoene@city.tahara.aichi.jp
　 http://www.city.tahara.aichi.jp

第
10
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

豊
橋
田
原
食
農
教
育
推
進
事
業

食
育
体
験
講
座
（
第
１
回
）

家
族
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

回 日時 内容・講師

①
7月20日（金）
午後1時30分
～3時45分

『生活習慣病を予防するために』
日本福祉大学社会福祉研修センター
研修講師・板部美紀子さん（看護師）

②
7月27日（金）
午後1時30分
～4時30分

『高齢者のためのフットケア』
足浴・トリートメント（マッサージ）
日本福祉大学社会福祉研修センター
研修講師・板部美紀子さん（看護師）

③
8月3日（金）
午後1時30分
～3時45分

『健康寿命を延ばす口腔ケア』
中村社会福祉相談所・中村朱見さん
（歯科衛生士・社会福祉士）

■家族介護のためのハートフルケアセミナー
親
子
料
理
教
室 

参
加
者

回 開催日 場所

① 8月4日
（土）

あつみ
ライフランド

② 8月5日
（日）

田原
福祉センター

③ 8月 17日
（金）

赤羽根
福祉センター

④ 8月 18日
（土）

田原
福祉センター

■親子料理教室
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つ
い
て
、
楽
し
く
学
習
し
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生
（
親
子
で
の

参
加
可
）　

▼
開
催
日
＝
８
月
22
日
（
水
）

▼
場
所
・
時
間
＝
①
渥
美
文
化
会
館
・
午

前
10
時
〜
正
午 

②
田
原
文
化
会
館
・
午

後
２
時
〜
４
時　

▼
内
容
＝
地
球
温
暖
化

の
し
く
み
、
太
陽
の
熱
と
光
の
工
作
教
室

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
各
会
場
30

名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
10

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望
会
場
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
は
、
収
集
で
き
な
い
も
の
や
、
分

別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご

み
を
出
す
際
に
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
紙
・
布
類
と
し
て
出
せ
な
い
も
の
】

▼
布
団
・
座
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
＝
粗
大

ご
み　

▼
金
具
付
き
の
か
ば
ん
＝
も
や
せ

な
い
ご
み

【
も
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
も
の
】

▼
座
い
す
・
ス
ト
ー
ブ
・
ト
タ
ン
・
鉄
パ

イ
プ
・
三
輪
車
・
一
輪
車
な
ど
の
大
型
の

も
の
＝
粗
大
ご
み　

▼
車
の
オ
イ
ル
＝
購

入
先
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

【
分
別
の
悪
い
も
の
】

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
＝
容
器
は
水
洗
い
し
、
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
袋
へ 

▼
あ
き
缶

＝
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
を
分
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
へ

　

ご
み
は
分
別
を
心
が
け
、
収
集
袋
な
ど

へ
の
入
れ
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
27
局
０
０
０
３　

27
局
０
０
０
３

　

市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
的
に
、
省
エ
ネ
資
材
導
入
事
業

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
施
設
や
事
業
所
を
有

す
る
市
民
お
よ
び
事
業
者　

▼
対
象
事
業

＝
複
層
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
、
断
熱
材
、

空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
省
エ
ネ
資
材
を
導

入
す
る
施
設
整
備（
平
成
19
年
度
中
に
納

品
・
完
了
す
る
も
の
）　

▼
補
助
額
＝
総

事
業
費
の
３
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

▼
申
請
期
間
＝
８
月
１
日（
水
）〜
31
日（
金
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
飼
い
犬
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
、飼
い
犬
の
逃
走
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
鎖
や
首
輪
な
ど
は
常
に
点
検
し
、
定
期

的
に
新
品
に
取
り
替
え
を
。

●
家
の
扉
や
門
の
開
閉
に
注
意
。

●
散
歩
中
、
犬
は
絶
対
に
放
さ
な
い
！

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

野
菜
、
花
な
ど
の
栽
培
方
法
、
農
業
経

営
、
農
業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に

つ
い
て
、
８
月
か
ら
２
月
ま
で
、
月
１
回

程
度
の
講
座
お
よ
び
現
地
で
の
実
技
指
導

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
定
年
後
に
農
業

を
始
め
た
方
、
ま
た
は
始
め
た
い
と
考
え

て
い
る
方
（
農
家
・
非
農
家
は
問
い
ま
せ

ん
）　

▼
定
員
＝
15
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　

▼
場
所
＝
市
内
の
ほ

場
お
よ
び
渥
美
農
業
改
良
普
及
課
研
修
室

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
参
加
者
の
意
向
に
よ
り
、
講

座
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
渥
美
農
業
改

良
普
及
課

☎
22
局
０
３
８
１　

23
局
１
３
０
４

　

atsum
i-fukyu@

pref.aichi.lg.jp

　

子
ど
も
た
ち
に
環
境
問
題
へ
の
興
味
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
体
験
型
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
が
住
む
地
球
に

ご
み
を
出
す
前
に

も
う 

一 

度
確
認
を
！

夏
休
み 

エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材

導
入
事
業
を
補
助
し
ま
す

犬
の
逃
走
を

防
止
し
ま
し
よ
う

※
逃
走
し
た
際
、す
ぐ
に
判
別
で
き
る
よ
う
、首
輪
に
は

鑑か
ん

札さ
つ・
注
射
済
票
な
ど
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
も
し
逃
走
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
か
市
役
所
環
境
衛
生
課
に
至

急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ステッカーをはられた
　“違反ごみ”

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

農
業
セ
ミ
ナ
ー
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高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
整
備
促
進
の
た
め
、「
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
促
進
税
制
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
対
象
＝
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
が
居
住
す
る
平
成
19
年
１
月
１

る
方
は
、
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
行
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
必
要
な
書
類
＝
福
祉
給
付
金
支
払
証
明

書
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
ま
た
は
入
院
時
の
医

療
機
関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
通
帳
な
ど
振

込
先
の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

農
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お

答
え
す
る
た
め
、
農
地
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
農
地
の
地
区
ご
と
に
行
い
ま

す
が
、
都
合
の
悪
い
方
は
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

正
午
（
田
原
、
赤
羽
根
地
区
）、
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
（
渥
美
地
区
）

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館
大
会
議
室

（
２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に

て
（
先
着
順
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

　

お
盆
前
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

多
く
な
り
ま
す
。
お
盆
前
に
く
み
取
り
を

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
５
月
15
日
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日

本
中
央
ベ
ン
チ
ャ
ー
リ
ジ
ョ
ン
豊
橋
ベ
ン

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長 

渡
辺
留
美
さ
ん
）

か
ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
絵
本

「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」
24
冊
。

▼
６
月
６
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、
田

原
中
部
小
学
校
の
図
書
館
用
図
書
充
実
の

た
め
金
10
万
円
。

希
望
す
る
方
（
計
画
収
集
地
区
の
方
は
除

く
）
は
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
＝
月
〜
金
曜
日
・
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
に
て

【
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を
】

・
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
便
槽
の
様
式
に
よ
っ
て
は
水
を
入
れ
な

い
と
汚
物
な
ど
が
下
が
ら
ず
、
き
れ
い

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
留
守

に
す
る
と
き
は
、
水
（
バ
ケ
ツ
２
杯
程

度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
転
居
、
転
出
ま
た
は
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
事
務
所

☎
45
局
３
０
０
０　

45
局
３
５
３
７

日
以
前
か
ら
存
在
す
る
家
屋
で
、
平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
補
助
金
を
除
く
自
己
負
担
額
が

30
万
円
以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

を
完
了
し
た
も
の
／
①
65
歳
以
上
の
方
②

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方 

③
障
害
の
あ
る
方　

▼
減
税
額

＝
改
修
し
た
住
宅
の
床
面
積
１
０
０
㎡
ま

で
の
固
定
資
産
税
を
３
分
の
１
減
額　

▼

申
告
＝
工
事
完
了
後
、
３
か
月
以
内
に
必

要
書
類
を
添
え
て
申
告　

▼
そ
の
他
＝
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

　

23
局
０
１
８
０

　

現
在
「
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」
を

お
持
ち
の
方
に
、
８
月
１
日
か
ら
利
用

可
能
と
な
る
受
給
者
証
へ
の
更
新
手
続
き

を
行
う
た
め
の
「
更
新
申
請
書
」
を
郵
送

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
７

月
中
に
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽

根
・
渥
美
各
支
所
の
市
民
生
活
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の
＝
保
険
証
、
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳（
ま
た
は
療
育
手
帳
、
医

師
の
診
断
書
）、現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

福
祉
給
付
金
の
支
払
証
明
書
を
お
持
ち

の
老
人
医
療
受
給
者
（
田
原
・
赤
羽
根
地

区
は
受
給
者
番
号
が
２
で
始
ま
る
方
、
渥

美
地
区
は
受
給
者
番
号
が
68
で
始
ま
る

方
）、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
障
害

者
医
療
費
受
給
者
証
、
母
子
家
庭
等
医
療

費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
市
役
所

保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽
根
・
渥
美
各
支

所
の
市
民
生
活
課
で
福
祉
給
付
金
の
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
老
人
保
健
医
療
を
受
給
し
て
い

お
盆
前
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額

７
月
は
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新
月
で
す

７
月
は
福
祉
給
付
金
の

申
請
月
で
す

農
地
相
談
を
開
催
し
ま
す
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◉
７
月
５
日
木
〜
８
月
26
日
日

田
原
市
博
物
館 

夏
の
企
画
展

「
須
田
剋
太
展
」

　

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
２
７
０　

23
局
３
７
７
０

◉
７
月
７
日
土

海
開
き

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
白
谷
海
水
浴
場
、

　

仁
崎
海
水
浴
場
、
伊
良
湖
海
水
浴
場

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
８
日
日

田
原
市
海
釣
り
大
会

場
所
▼
渥
美
半
島
一
帯
（
市
内
）

受
付
時
間
▼
午
前
７
時
〜
11
時

受
付
場
所
▼
田
原
漁
業
協
同
組
合
事
務

所
前
、
赤
羽
根
漁
業
協
同
組
合
事
務

所
前
、
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト

玄
関
前

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
14
日
土
〜
９
月
２
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

『
水
遊
び
広
場
』オ
ー
プ
ン

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
夏
限
定
で
ふ
れ
あ
い
広
場
に
登

場
！ 

小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
安
心
し
て

遊
べ
ま
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
７
月
21
日
土
〜

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

『
ヒ
マ
ワ
リ
フ
ェ
ア
』

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
夏
の
風
物
詩
ヒ
マ
ワ
リ
が
、皆
さ

ん
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
７
月
29
日
日

あ
つ
ま
れ
得
す
る

サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
０
７

　

７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

◉
７
月
31
日
火
〜
８
月
５
日
日

サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会

　

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
８
月
８
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
『
地
球
』
か
ら
の
言
葉
を
聴
い

て
！
（
エ
コ
・
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
）

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
８
月
11
日
土

名
古
屋
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
・
フ
ッ
ト
サ
ル

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
＆
ク
リ
ニ
ッ
ク

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

●
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

時
間
▼
午
前
11
時
〜

対
象
▼
市
内
の
小
・
中
学
生
お
よ
び
一
般

定
員
▼
各
20
名

申
込
方
法
▼
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文

化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
７

月
16
日
（
祝
）
ま
で
に
提
出

そ
の
他
▼
見
学
は
自
由
（
無
料
）

●
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
（
模
範
試
合
）

　
名
古
屋
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
×
浜
松
エ
マ
ー
ソ
ン 

FC

時
間
▼
午
後
３
時
〜

観
覧
料
▼
無
料
（
た
だ
し
整
理
券
必
要
）

整
理
券
▼
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文
化

会
館
、
渥
美
運
動
公
園
に
て
７
月
14

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
配
布

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
８
月
19
日
日

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー
２
０
０
７

時
間
▼
午
前
８
時
〜
午
後
１
時

集
合
場
所
▼
田
原
市
役
所
、
赤
羽
根
支

所
、
渥
美
支
所
（
雨
天
決
行
）

内
容
▼
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭

生
館
や
市
内
各
風
力
発
電
施
設
な
ど

を
見
学
し
な
が
ら
『
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
』
を
紹
介
。

定
員
▼
40
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

月
の
イ
ベ
ン
ト

7

月
の
イ
ベ
ン
ト

8
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申
込
方
法
▼
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て 
②
電
話
に
て
必
要
事
項
を
連

絡
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

（おやつ代実費）

「人形劇団むすび座」 親子人形劇
「ハリネズミのくるりん」と「おっきょちゃんとかっぱ」
の２本立てでお楽しみいただけます。

日 時　８月25日（土） 午前10時30分開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　田原文化会館多目的ホール
入 場 料　大人500円　小人300円
前売開始　７月８日（日）午前９時から
　　　　　前売開始　※１人５枚まで
販売場所　田原・赤羽根・渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

◉
８
月
20
日
月

三
河
港
子
ど
も
ク
ル
ー
ズ
２
０
０
７

出
航
時
間
▼
①
午
前
９
時
〜
正
午
②
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
10
分
前
集
合
）

出
航
場
所
▼
愛
知
海
運
田
原
マ
リ
ー
ナ

内
容
▼
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
、海

上
か
ら
田
原
臨
海
部
を
見
学
し
ま
す
。

ま
た
、水
質
実
験
や
ス
ナ
メ
リ
観
察
を

し
な
が
ら
、海
の
環
境
を
学
び
ま
す
。

対
象
▼
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ

玉置浩二 コンサートツアー 2007  ☆惑星☆
俳優から歌手まで幅広く活躍している玉置浩二の
コンサートです。

日 時　10月5日（金） 午後6時15分開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　6,800円　※未就学児入場不可
前売開始　8月5日（日）午前９時から
　　　　　前売開始　※１人５枚まで
　　　　　（午前7時30分から整理券配布）
販売場所　渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

家庭の日コンサート
「サウンド・オブ・ミュージック」
映画「サウンド・オブ・ミュージック」を題材にした
コンサート形式のミュージカルです。

日 時　8月19日（日） 午後2時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
出 演　木全元子、ジュニア合唱教室ほか
入 場 料　無料
問 合 先　田原市楽友協会事務局 ☎23局2683（金子）

の
保
護
者

定
員
▼
各
回
50
名（
保
護
者
は
１
組
あ
た

り
２
名
ま
で
／
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
込
書（
小
学
校
で
配
布
ま

た
は
企
業
立
地
課
・
環
境
衛
生
課
に
設

置
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
８
月

３
日（
金
）ま
で
に
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
1　

23
局
０
６
６
９

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

７月12日木・８月９日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

8/25
全席自由

10/5
全席指定

8/19
全席自由

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール
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訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 7/ 5［木］・ 7/19[木]

 7/10[火]

 7/10[火]

 7/ 6[金]

 7/ 4［水］・ 7/18[水]

 7/ 3[火]

 7/ 6[金]

 7/ 4［水］・ 7/18[水]

 7/12［木］

 7/12[木]

 7/11[水]

 7/11[水]

 7/11［水］

 7/11［水］

 7/ 5［木］・ 7/19[木]

 7/ 5［木］・ 7/19[木]

 7/10[火]

 7/10[火]

 7/ 4［水］・ 7/18[水]

 7/ 4［水］・ 7/18[水]

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●７月

図書館休館日

７月

８月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

２日［月］・９日［月］・13日［金］・17日［火］・23日［月］・
30日［月］

６日［月］・10日［金］・13日［月］・20日［月］・27日［月］

皆
さ
ん
は
、

中
央
図

書
館
の
正
面
入

口
付
近
の
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
に

あ
る
リ
サ
イ
ク

ル
・
ブ
ッ
ク
・

オ
フ
ィ
ス
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
図
書
館
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
図
書
の
う
ち
、
図
書
館
の

資
料
と
し
な
い
も
の
や
図
書
館
で
の
役

割
を
終
え
た
図
書
な
ど
を
、
１
冊
50
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館

で
所
蔵
し
て
い
る
雑
誌
（
保
存
年
限
が

過
ぎ
た
も
の
）
に
つ
い
て
も
、
図
書
と

同
様
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
昨

年
度
保
存
年
限
が
過
ぎ
た
雑
誌
は
、
７

月
29
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
『
あ
つ

ま
れ
得
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ア
』
に
連
動

し
た
イ
ベ
ン
ト
『
集
ま
れ
！
本
の
ガ
レ

ー
ジ
セ
ー
ル
だ
よ
！
』
で
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

一般展示コーナー◎7月
「海がよんでいる！」 （7月14日［土］～8月9日［木］）
夏といえば海！マリンスポーツから漁師料理まで、海に関連す
る本を集めました。

こどもしつ展示コーナー◎7月こどもしつ展示コーナー◎7月
「夏のオススメ本」「夏のオススメ本」  （7月14日［土］（7月14日［土］～8月31日［金］）
夏休みの宿題に役立つ、オススメの本を紹介します。夏休みの宿題に役立つ、オススメの本を紹介します。

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／7月15日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／8月4日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／7月11日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／7月はお休みです

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／7月15日（日）　13:30～
　　　8月4日（土）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

リサイクル・ブック・オフィス
【開館時間】毎週金・土・日曜日
　　　　　午後２時～７時

※
詳
し
く
は
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
に
て
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最
近
の〝
薬
物
〞事
情

最
近
の
薬
物
の
通
称

　

薬
物
に
は
、
シ
ン

ナ
ー
以
外
に
覚
せ
い

剤
や
大
麻
、
コ
カ
イ

ン
、
Ｌエ

ル

Ｓエ
ス

Ｄデ
ィ
ーな

ど
が
あ
り
ま
す
。
種

類
に
よ
っ
て「
ハ
ッ
パ
」「
チ
ョ
コ
」

「
ス
ピ
ー
ド
」「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
注
射
以
外

に
、
吸
入
し
た
り
、
錠
剤
や
液
体
な

ど
を
飲
む
も
の
も
あ
り
ま
す
。

薬
物
の
危
険
性

　

使
い
続
け
る
と
や
め
ら
れ
な
く

な
り
（
依
存
）、
幻
覚
や
妄
想
に
と

ら
わ
れ
、
人
格
や
臓
器
に
異
常
が
現

れ
（
中
毒
）
ま
す
。
中
に
は
、
一
度

使
っ
た
だ
け
で
死
に
至
る
人
も
い
ま

す
。
ま
た
、
薬
物
を
や
め
て
も
、
ス

ト
レ
ス
や
飲
酒
を
き
っ
か
け
に
幻

覚
や
妄
想
な
ど
の
精
神
異
常
が
再
発

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
す
る
な
ど
、

薬
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

誰
が
ど
う
誘
っ
て
く
る
の
？

　

暴
力
団
や
密
売
組
織
の
ほ
か
、
友

達
や
先
輩
な
ど
身
近
な
人
か
ら
誘
わ

れ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
も
安
価
で
簡
単
に
入
手
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。『
ダ
イ
エ
ッ
ト
や

美
容
に
い
い
か
ら
』
と
か
『
寝
ず
に

勉
強
や
仕
事
が
頑
張
れ
る
か
ら
』
と

い
っ
た
誘
い
文
句
に
は
要
注
意
！ 

仲
買
人
た
ち
は
、
言
葉
巧
み
に
〝
薬

物
へ
の
道
〞
に
誘
っ
て
き
ま
す
。

得
る
も
の
は
な
く
失
う
も
の
ば
か
り

　

薬
物
は
、
健
康
や
財
産
、
大
切
な

家
族
、
友
人
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

法
律
で
厳
し
く
禁
止
さ
れ
、
持
っ
て

い
る
だ
け
で
も
罪
に
な
り
ま
す
。
誘

わ
れ
て
も
絶
対
に
断
り
ま
し
ょ
う
！

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

８月23日（木）　午前10時～11時30分

８月10日（金）　午前９時30分～10時30分

８月６日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

田原福祉センター

８月24日（金）　午前９時30分～10時30分 赤羽根福祉センター
身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

８月５日（日）

８月19日（日）

８月26日（日）

８月12日（日）

5 2 3局 0 2 3 2
5 3 2局 1 5 1 5
5 2 3局 1 5 2 5
5 2 3局 2 3 0 2
5 3 7局 0 0 0 1
5 3 2局 0 3 6 1
5 2 9局 2 5 0 0
5 2 2局 7 7 0 0
5 3 3局 0 3 1 3
5 2 3局 1 6 6 1
5 2 2局 6 1 3 3
5 4 5局 2 1 4 5
5 2 2局 1 1 0 4

宮木内科
藤岡医院
山内歯科医院
第２国見医院
岡田医院
渡辺歯科医院
ふれあいばし診療所
かわさき整形外科クリニック
丸山医院
花井歯科医院
河合医院
赤羽根医院
伊藤歯科医院

月日 電話番号当直医

７月８日（日）

７月16日（祝）

７月22日（日）

７月29日（日）

７月15日（日）

5 2 2局 7 7 7 7
5 2 4局 4 1 0 0
5 2 3局 1 0 9 2
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 2局 0 4 0 4
5 2 2局 0 7 5 6
5 4 5局 2 2 0 3
5 3 3局 0 2 3 9
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 3局 0 2 2 2
5 2 4局 0 0 8 0
5 2 3局 1 3 1 6
5 3 3局 0 1 6 2
5 2 2局 0 2 1 4
5 2 2局 1 2 3 0
5 4 5局 2 5 1 6
5 2 4局 1 8 0 0

百瀬クリニック
山本耳鼻咽喉科
きまた眼科
昭和医院
木村歯科医院
國見医院
山本医院
鈴木歯科医院
北山クリニック
津金医院
かわい歯科
富永医院
朽名医院
平野歯科医院
かわせ小児科
渡会医院
金田歯科医院

田原福祉センター 妊娠中の方（予約制）
貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会

パパママスクール
（クッキングコース） ８月21日（火）　午前９時50分～10時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話離乳食教室

８月８日（水）　午前９時50分～10時

８月20日（月）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院　5 22局2131

50歳以上
77人

20―29歳
371人

30―39歳
396人

40―49歳
143人

19歳以下
38人

●愛知県薬物事犯検挙数（H17年度）
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健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386



◆
田
原
市
職
員
一
人
当
た
り
の
使
用
量

　

③
に
お
け
る
平
成
18
年
度
の
状
況
は
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
電
気
は
91
・
８

％
、
水
道
は
89
・
７
％
、
コ
ピ
ー
用
紙
は

96
・
４
％
、
ご
み
の
排
出
量
は
88
・
２
％

に
減
少
し
ま
し
た
。

◆
今
後
の
展
望

　

一
般
企
業
や
商
店
な
ど
へ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認

証
取
得
の
推
進
と
田
原
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
家
庭
に

お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
、
自
ら
の

活
動
か
ら
生
じ
る
環
境
へ
の
影
響

を
、
自
主
的
か
つ
継
続
的
に
減
ら
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
を
定
め
た
世
界
標
準
の

規
格
で
す
。
旧
田
原
町
が
、
平
成
12
年
か

ら
取
り
組
み
を
始
め
、
平
成
13
年
に
認
証

取
得
し
ま
し
た
。
現
在
、
市
役
所
の
本
庁

舎
と
赤
羽
根
支
所
、
渥
美
支
所
で
、
次
の

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

環
境
保
全
意
識
の
啓
発
や
環
境
保
全
活

動
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
環
境

保
全
計
画
」
や
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
環
境

改
善
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

②
環
境
に
配
慮
し
た
公
共
工
事
の
推
進

　

建
設
廃
棄
物
の
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
公
共
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

③
環
境
に
配
慮
し
た
行
政
事
務
の
推
進

　

市
が
自
ら
率
先
し
て
環
境
に
配
慮
し
た

物
品
の
購
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源

な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

15

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は８月を予定）

放送日 内　容

 ～ 7/11 やしの実投流と
　田原市・石垣市観光協会交流事業

 7/12～ 25 市役所新庁舎紹介

加入補助をしています

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

で
き
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
・
省
資
源
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

７
月
は
着
る
服
を
工
夫
し
、エ
ア
コ
ン

の
設
定
温
度
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。田
原

市
役
所
で
も
、６
月
〜
９
月
に
か
け
て〝
ク

ー
ル
ビ
ズ
〞を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
ク
ー
ル
ビ
ズ
…
室
温
28
度
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
、涼

し
く
効
率
的
に
働
け
る
夏
向
き
の
軽
装
の
こ
と

で
、基
本
的
に
は
ノ
ー
上
着
、ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう。

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

6/20現在
75.8％

■市内４河川の水質調査結果
水に多く関わる季節になりました。
たくさんの子どもが川で遊ぶ姿を見たいですね！

汐川環境基準
10mg/ç以下

汐川
蜆川
今池川
天白川

11月

3/1 3/10 3/20 4/1 410 4/20 5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20

12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

（％）51,820千â

BODmg/ç
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◉ジョージタウン市から“田原凧”を揚げにきました！　
　田原市最初の海外交流都市であるアメリカ・ジョージタウン市。今年で
姉妹都市提携17年目を迎えます。そのジ
ョージタウン市の代表者や大学生らが
５月下旬、田原の初夏の風物詩「田原凧
まつり」に参加するため、田原市にやっ
て来ました。ジョージタウン市の人々が
田原凧まつりに参加したのは今回で４
回目のことです。田原凧はジョージタウ
ン市の人々にも人気のようですね。

◉ジョージタウン市でも「凧まつり」!?
　ジョージタウン市での田原凧人気を象徴するのが「G

ジ ョ ー ジ タ ウ ン

eorgetown 
I
インターナショナル

nternational K
カイト

ite a
アンド

nd C
カルチャー

ulture F
フェスティバル

estival（カイト・フェスティバル）」。
そう、実はジョージタウン市でも「凧まつり」が行われているので
す。カイト・フェスティバルが始まったきっかけは、もちろん田原
市と姉妹都市提携を結んだこと。平成12年、提携10周年を記念して
開催されるようになりました。このフェスティバルには、田原凧ま
つりを主催する「田原凧保存会」の皆さんが参加しています。
　このように、田原市とジョージタウン市は「凧」を通じた交流が
盛んに行われています。

アメリカ・ケンタッキー州の北部に位置するジョージタウン市。田原市とは、平成２年に姉妹都市提携を
結びました。今回はジョージタウン市との交流の一部をご紹介します。

●
中
学
生
海
外
交
流
事
業

　

田
原
市
の
中
学
生
が
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
市
を
隔
年
で
訪
問
。１
週
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、現
地

の
中
学
校
に
体
験
入
学
し
ま
す
。

●
Ａエ

イ

Ｌエ
ル

Ｔテ
ィ
ーの

招
へ
い

　

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
に
あ
る
ジ

ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
か
ら
、２
名

の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
指
導
助
手
）を
招

い
て
い
ま
す
。現
在
、ダ
ニ
エ
ル
さ

ん
と
ネ
イ
サ
ン
さ
ん（
昨
年
９
月

に
来
日
）が
市
内
の
中
学
校
で

英
語
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　55２３２３局局３５０７３５０７

姉妹都市 アメリカ・ジョージタウン市との交流

▲市の代表として田原市を訪れたケリー
氏（右）。けんか凧合戦では鈴木市長（左）
と一戦を交えました。

▲田原福祉専門学校生に教えてもらいなが
ら凧作りに挑戦するジョージタウン大学
の学生たち。

▲緑豊かな町として知られるジョージタウン市での
カイト・フェスティバル。

ほ
か
に
も

こ
ん
な〝
交
流
事
業
〞を

行
っ
て
い
ま
す

▲ダニエルさん

ネイサンさん

▲
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Let's stu
dy

      toge
ther!

（一緒に勉
強しよう！

）



家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
…　

実
際
に
地
震
が

発
生
し
た
と
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
一
人

一
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
い

の
か
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　　

家
族
で
防
災
会
議
を
開
い
て
、
連
絡

方
法
や
避
難
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お

く
と
、災
害
時
に
慌
て
ず
に
す
み
ま
す
。

１
年
に
１
回
は
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い

の
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

〜
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
た
い
こ
と
〜

■
家
族
の
連
絡
方
法

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
の

使
い
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
場
所
・
避
難
経
路

防
災
マ
ッ
プ
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
出
品
や
備
蓄
品
の
用
意
・
交
換

１
年
に
１
回
は
中
身
を
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

■
地
震
発
生
時
の
役
割
分
担

誰
が
何
を
す
る
の
か
、
話
し
合
っ
て
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
情
報
確
認

◆
火
を
消
す

◆
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
る

◆
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

◆
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

◆
出
入
り
口
を
確
保
す
る

■
持
ち
出
す
荷
物
の
分
担

■
消
火
器
の
置
き
場
所
と
使
い
方

■
高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の
方
の
安
全

確
保

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

田原児童センター 523局4761　/　 西部児童館 525局0211

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

２日（月）、９日（月）、17日（火）、

23日（月）、30日（月）

7 月のお休み

21件（94件）

29人（111人）

0人（3人）

119件（601件）

6件（26件）

164件（823件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

12件（38件）

12件（43件）

12件（49件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

5月5月

一時停止は確実に！

・映
えい

画
が

会
かい

※
日時●７月15日（日） 午後１時30分～

・実
じっ

験
けん

教
きょうしつ

室※
日時●７月10日（火）・13日（金）
　　　 午後４時10分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※
日時●７月18日（水） 午前10時～

※は児童センターのみ開催

・工
こう

作
さく

ランド『七
たな

夕
ばた

かざり』
開催日●～７月７日（土）

・工
こう

作
さく

ランド『紙
かみ

コップのムクムク君
くん

』
開催日●７月10日（火）～７月31日（火）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●７月19日（木）
幼児向け▶午前10時30分～幼児向け▶午前10時30分～

・7月のチャレンジ

▼魚
さかな

つり
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●泉保育園
山内香穂  ちゃん（5歳）

【評】大好きなお
父さんの顔を、
そっくりに描け
ましたね。

【評】遠足楽しかったね！キリンさんを、とってもかわい
く描けましたね。

●泉保育園
河合武志  くん（5歳）

●赤羽根小学校4年
根木玲音  くん

●赤羽根小学校5年
山口加奈子  さん

か

かあ どうぶつえん い

えんそくたの

えんそく

ひょう

ぼく

ぼく

くろ

とう

とう だい

ひょう

か

す

す

とう かお

だい

ウサギの毛の一本一本まで
丁寧に描けています。ふわふ
わしていて、今にも動き出し
そうです。

体温を感じさせる色使いで
友達の顔を描き、服のしわま
で丁寧に表しています。

埴原
 友子
 先生

皿井
三代子
 先生

「大好きなウサギ」

「私の友達」
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２
月
号
の
話
題
、
家
康
の
田
原
城
攻
め

の
砦と

り
でで

あ
っ
た
加
治
砦
周
辺
に
は
、
現
在

で
も
「
二
ノ
丸
」「
西
砦
」「
北
取
手
」「
東

取
手
」「
北
之
堀
」「
西
屋
敷
」
な
ど
、
明

ら
か
に
こ
の
砦
に
か
か
わ
る
字
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
治
砦
の
対
岸
に
あ

る
田
原
市
役
所
周
辺
に
は
、「
南
番
場
」「
北

番
場
」
と
い
う
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

家
康
に
対
抗
し
た
今
川
氏
の
砦
跡
に
由
来

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
田
原
町
市
街
地

内
に
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
を
示
す
地

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
成
章
高
校
の
グ
ラ

ン
ド
西
に
は
「
石
取
下
」
と
い
う
字
名
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、『
田
原
城
の
石
垣
を

こ
こ
か
ら
調
達
し
た
』
と
い
う
記
録
が
江

戸
時
代
の
歴
史
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
名
の
由
来
が
歴
史
的
な
事
実
を
反
映
し

た
も
の
で
す
。

　

田
原
町
市
街
地
外
で
い
う
と
、
八
王
子

町
に
は
、
か
つ
て
の
旗
本
本
多
氏
の
陣
屋

跡
周
辺
に
「
陣
屋
川
」「
陣
屋
橋
」
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
陣

屋
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
い
人
も
多

く
、
こ
の
地
名
の
由
来
は
記
憶
か
ら
失
わ

れ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
草
町
に
あ
っ
た
、
戦

国
時
代
に
田
原
一
帯
を
治
め
た
一
色
七
郎

（
１
４
８
１
年
没
）
屋
敷
跡
周
辺
に
は
「
武

兵
」
と
い
う
地
名
も
あ
り
ま
す

し
、「
蔵
屋
敷
」
や
「
前
田
」（
屋

敷
の
）
も
関
連
し
た
字
名
で
し

ょ
う
。
福
江
町
の
旧
役
場
周
辺

は
、
大
垣
新
田
藩
の
陣
屋
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
も
「
城
坂
」

と
い
う
な
じ
み
深
い
呼
び
名
が

残
っ
て
い
る
ほ
か
、「
牢
屋
敷
」

「
仕
置
場
」（
柴
置
場
か
ら
の
な

ま
り
で
し
ょ
う
か
？
）
と
い
う
、

何
や
ら
物
騒
な
伝
承
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
○
○
屋
敷
」
と
い
う
地
名

に
は
、
か
つ
て
城
で
あ
っ
た
り
、

当
時
の
有
力
者
が
住
ん
で
い
た

り
し
た
場
所
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
田

原
市
で
い
え
ば
、
例
え
ば
伊
川

津
町
の
伊
川
津
古
城
。
現
在
は

「
御
屋
敷
」
と
い
う
字
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
屋
敷
の
場

合
で
も
、
そ
の
家
の
「
元
の
家

の
跡
」
と
い
う
意
味
の
、「
元
屋

敷
」
な
ど
は
、
関
連
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

田
原
市
で
「
石
垣
」
や
「
水

堀
」
と
い
っ
た
、
私
た
ち
が
城

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
は
、
現
在
、

田
原
城
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
城
跡
に
、
当
時
、

堀
や
土
塁
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
は

崩
れ
た
り
、
埋
ま
っ
た
り
し
て
お
り
、
そ

の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
の
方
々
が
呼
ん
で
い
た
地

名
は
、
城
探
し
の
有
力
な
情
報
と
な
り
ま

す
。
城
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
由

来
を
ひ
も
と
い
て
い
く
と
、
由
緒
あ
る
土

地
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
提
案
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
地
域

の
歴
史
を
ま
と
め
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
今

の
う
ち
に
地
図
の
上
に
記
録
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
地
域
の

歴
史
書
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。（
増
山
）

▼
文
化
財
課
☎
23
局
３
５
３
１

●かつて伊川津古城のあった「御屋敷」（伊川津町）

地
名
か
ら
歴
史
を
探
る 

2

●「陣屋川」・「陣屋橋」（八王子町）
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Citizen's
Plaza

　

こ
の
レ
ー
ス
は
、石
垣
市
八
重
山
地

方
の
伝
統
船
を
使
い
、漕こ

ぎ
手
10
名
・

か
じ
取
り
１
名
の
計
11
名
で
約
５
０
０

ｍ
の
コ
ー
ス
を
競
争
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、練
習
以
上
の
力
が
出
せ
た
」

「
み
ん
な
の

呼
吸
が
ぴ

っ
た
り
合
っ

た
」と
、う
れ

し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

田
原
市
観
光
協
会
は
、旧
渥
美
町
観

光
協
会
と
石
垣
市
観
光
協
会
が
結
ん
で

い
た
友
好
提
携
を
引
き
継
ぎ
、や
し
の

実
投
流
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。来
年
は
、皆
さ
ん
も
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

６
月
18
日（
月
）、沖
縄
県
石
垣
市

で
行
わ
れ
た
爬ハ

ー

龍リ
ー

船せ
ん

競き
ょ
う
そ
う漕

大
会

「
マ
ド
ン
ナ
ハ
ー
リ
ー
レ
ー
ス
」に
参

加
し
た
田
原
市
の
女
性
チ
ー
ム
が
、出

場
31
チ
ー
ム
中
10
位
と
大
健
闘
し
ま
し

た
。

７

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

7月31日納
期
限

の

火

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

７
月
29
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
○
○
○
○
○
日
で
す
。

２　

○
○
○
○
不
足
は
、
身
体
の
成
長
な
ど

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
昼
間
は
元
気

に
活
動
し
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
い
う

生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
切
で
す
。

３　

市
民
が
協
力
し
て
環
境
○
○
に
取
り

組
む
田
原
を
美
し
く
す
る
推
進
デ
ー
。

平
成
４
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

４　

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
で
行
わ
れ
る
カ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
こ
の
ま
つ
り

に
は
、
○
○
○
凧
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

５　

野
草
や
緑
花
木
の
宝
庫
「
○
○
○
○

自
然
歩
道
」。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
７
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
６
月
号
の
答
え
】
ほ
た
る 

（
応
募
総
数
31
通
中
、正
解
31
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

▼

力いっぱいオールをこぎスタート

市
民
の
広
場
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の

投
稿
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
て
先

〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）　

田
原
市
役
所

「
広
報
た
は
ら
」ま
で

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

▼

結果に大満足の選手の皆さん
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N
o.610 平

成
19
年
7
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，７２２人　総人口

３３，７３５人　男性

３２，９８７人　女性

２０，９５７世帯世帯数

４５人出生 ５０人死亡

２２６人転入 １４４人転出

＋７７人増減 ※増減は5月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年６月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

衣
きぬ

笠
がさ

自
し

然
ぜん

歩
ほ

道
どう

 ［田原町］
　６月初旬、衣笠自然歩道を歩こうと稲
荷山に入ると、なんとも清らかなササユ
リがお出迎えをしてくれました。
　野草や緑花木の宝庫「衣笠自然歩
道」。自然に優れたこの歩道は、三河湾
国定公園にも指定されています。目的や
体力に合わせて選ぶことのできるさまざ
まなコースには、ついつい足を止めたくなるような植物や生物たちが
いっぱい。『自然を満喫したい！』という方は、迷わず衣笠自然歩道
へお出かけください。コースの詳細については、商工観光課などにあ
る「たはらアルプストレッキングガイド」か、田原市観光協会ホームペ
ージ（http://www.taharakankou.gr.jp/）をご覧ください。

　今年も藤七原のゲンジボタルたち
は、そのやわらかな黄色い光で、私た
ちを“ほっ”と和ませてくれました。
　藤七原地区を流れる清谷川と庄
司川。水質悪化が進んだ一時期、
“ホタルの和み”は徐々に失われて
いきました。しかし、復活に向けた地元の方などの尽力により、
再び川面に無数の“キラリ”が舞うようになりました。
　鑑賞できる時期は５月下旬から６月上旬にかけての約２週
間。お出かけの際にはよみがえった“キラリ１００選”を再び失
うことのないよう、鑑賞マナーをきちんと守りましょう。

衣笠山 ▲

● 長興寺

藤七原湿地 ●

滝頭公園 ●

大久保南

大久保

田原市役所 ●

●
白谷海浜公園

清谷

大久保西

浜田橋西

藤七
しち

原
ばら

のゲンジボタル
［田原町］

衣笠山 ▲

● 長興寺

藤七原湿地 ●

滝頭公園 ●

大久保南

大久保

田原市役所 ●

●
白谷海浜公園

清谷

大久保西

浜田橋西

田
原
の
代
名
詞
と

も
い
え
る〝
風
〞。

田
原
凧
ま
つ
り

の「
初
凧
揚
げ
」で

は
、こ
の
風
を
つ

か
ま
え
て
武
者
絵
・
歌
舞
伎
絵
な
ど

が
描
か
れ
た
華
や
か
な
凧
を
大
空
に

揚
げ
、家
族
そ
ろ
っ
て
生
ま
れ
た
子

ど
も
の
お
祝
い
を
し
ま
す
。凧
が
空

を
舞
う
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
育
ち
、大
き
く
羽
ば
た
い
て
く

れ
る
と
良
い
で
す
ね
▼
つ
い
に
、田

原
市
役
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
！
私
た
ち
も
気
持
ち
を
新
た
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。合
併

や
新
市
長
誕
生
な
ど
、新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
か
っ
て
新
し
い
風
が
吹

く
田
原
市
。今
後
は
、こ
の
風
を
さ
ら

に
大
き
く
、広
く
吹
か
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。そ
の

た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
必
要
で

す
。そ
の
心
を
眠
ら
せ
ず
に
、み
ん
な

で
田
原
の
風
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し

ょ
う（
Ｍ
Ｒ
）


